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　情報分野のカリキュラム内容は、近年、急速な技術進化と社会環境の変化に対応すべく絶えざる変革を求
められている。情報に関連する専門分野の一部は、いわゆる「技術者教育（Engineering Education）」の範疇
では取り扱うことが困難であり、独立した認証の体系が必要であるという議論がなされてきた。2008 年12月、
韓国ソウル市において情報専門教育カリキュラムの国際相互認証が、「ソウル・アコ ドー (Seoul Accord)」として、
韓国、米国、カナダ、イギリス、オ スートラリア、日本等によって採択された。今後、その他の国々も加盟す
るものと考えられている。2008 年度より、新基準に基づく情報分野のカリキュラム審査試行が行われている。
これによって、ソウルアコ ドーに準じて策定された日本の基準の妥当性が評価されつつある。
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　教育認定に関する国際相互認証制度とは、各国が
自国の教育プログラムに対して実施する認証に関す
る基準と審査手順、およびその方法が、他国のそれ
と質的に同等であることを国際間で互いに認めあう
ための国際的なしくみである。一般的な「技術者教
育（Engineering Education）」に関する国際相互認
証は、これまで、米国ワシントンで 1989 年に結ばれ
た「ワシントン・アコード（Washington Accord）」に
則って実施されてきた。現在、先進各国では、自国の
技術者教育（Engineering Education）の内容を審査
する認証機構が設置されている。日本では、1999 年
に複数の学協会を母体として発足した日本技術者教育
認定機構（JABEE：Japan Accreditation Board for 
Engineering Education）がこの役割を担ってきた。
日本の JABEE は、2005 年 6月に非英語圏としては、
初めてワシントン・アコ ドーに加盟した。以来 2006 年
度までに大学工学部や工業高等専門学校の教育プログ
ラムを対象に、工学関連 17分野において 340 件あまり、
2007年度には、新たに 19 件のプログラムを認証して
いる。
　しかし、情報分野のカリキュラム内容は、近年、急
速な技術進化と社会環境の変化に対応すべく絶え
ざる変革を求められている。情報に関連する専門分
野の一部は、いわゆる「技術者教育（Engineering 
Education）」の範疇では取り扱うことが困難であり、
独立した認証の体系が必要であるという議論がなされ
てきた。2008 年 12月、韓国ソウル市において情報専
門教育カリキュラムの国際相互認証が、「ソウル・アコ
ード (Seoul Accord)」として、韓国、米国、カナダ、
イギリス、オ スートラリア、日本等によって採択された。
今後、その他の国 も々加盟するものと考えられている。
　現在、世界の情報分野の教育内容は、米国の
本拠地を置く世界的な情報工学分野の学会、ACM
（Association for Computing Machinery） が定義す
る次の5つの分野を軸に設定されるのが一般的である。
　CS　(Computer Science) コンピュー タ科学
　CE　(Computer Engineering) コンピュー タ工学
　SE　(System Engineering) システム工学
　IS　(Information System) 情報システム
　IT　(Information Technology) 情報技術
このうち特に、CS は科学的な側面が、IS は経営学的
な側面が強く、ワシントン・アコ ドーが標榜する技術者
教育の範疇に当てはまらないという意見があった。この
ような主張を主に展開してきた韓国の技術者教育認定
機構が中心となり、今回特に「情報」を専門とする学部
教育認定の国際相互承認協定が「ソウル・アコ ドー」と
呼ばれる協定として採択された。
　日本では、このような国際的な流れと歩調を合わせ
ながら、文部科学省大学評価研究委託事業「情報系
分野別評価 WG」の一環として、2008 年度より、新基
準に基づく情報分野のカリキュラム審査試行が行われ
ている。これによって、ソウルアコ ドーに準じて策定さ
れた日本の基準の妥当性が評価されつつある。JABEE
基準の中で情報分野は「電気・電子・情報通信および
その関連分野」として扱われている。技術者教育の色
彩が強い CE、SE の教育プログラムの認定審査は、こ
れまでどおりワシントン ・アコ ドーでの相互承認を意図
した現行の枠組みで扱われる。場合によっては、この
分野の名称は「電気・電子・通信・コンピュータおよび
その関連分野」のように改められる可能性がある。さ
らに、今回のソウルアコードで特に対象となっている
CS、IS、IT の分野を中心とするそれ以外の情報専門
教育プログラムの認定審査に関しては、新しい基準を
確立させ、この枠組みの中で扱う予定である。
